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汚泥、廃酸（食品廃棄物に限る）、廃アルカリ（食品廃棄物に限る）

動植物性残さ、動物のふん尿

汚泥、廃酸、廃アルカリ

汚泥

汚泥 汚泥 浄化槽汚泥 消化液 下水汚泥 動物性残さ 汚泥 動植物性残渣（食品廃棄物に限る）

廃油（有機性汚泥に 廃食油 汚泥（食品廃棄物に限る）

　含まれるものに限る） 動物のふん尿 廃酸（食品廃棄物に限る）

廃アルカリ（食品廃棄物に限る）

分別 廃油（食品廃棄物に限る）

廃プラスチック類（食品容器に限る）
紙くず（食品容器に限る）

動物性残さ 紙、ﾋﾞﾆｰﾙごみ

脱離液 脱水汚泥 廃油 汚泥

脱水機
売却 焼却

原水槽へ返送 （し尿処理施設）
収集運搬 汚泥 廃油 廃プラスチック類 動植物性残渣

廃酸 紙くず
廃アルカリ

脱離液 脱水汚泥
売却 焼却 発酵

再利用（ろ布洗浄水）

再処理 汚泥（食品廃棄物に限る） 汚泥（食品廃棄物に限る）
廃酸（食品廃棄物に限る） 廃酸（食品廃棄物に限る）
廃アルカリ（食品廃棄物に限る） 廃アルカリ（食品廃棄物に限る）

下水道 金属くず（食品容器に限る） 廃プラスチック類（食品容器に限る）

紙くず（食品容器に限る）

乾燥汚泥

汚泥 汚泥
廃酸 金属くず 廃酸 廃プラスチック類 紙くず
廃アルカリ 廃アルカリ

熟成・篩選別・袋詰・保管
売却 売却 売却 売却 焼却

普通肥料

　・・・・・　産業廃棄物処理業の許可施設

圧縮分別施設（Ｎｏ.2）

産業廃棄物処理フロー図（No.1)

発酵施設

移動式脱水施設

消化施設
汚泥処理施設

破裂分別施設（No.1～4）

乾燥施設 堆肥化施設（3.5ｔ）①～⑦

圧縮分別施設（Ｎｏ.1）
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廃プラスチック類 廃油（植物系廃食油に限る） 廃プラスチック類 木くず・廃プラ類 金属くず
　(発泡スチロールに限る） 金属くず 金属くず

紙くず ゴムくず
繊維くず 紙くず

繊維くず

インゴット VDF グリセリン 廃プラスチック類 繊維くず 金属くず 破砕プラスチック 紙くず 木くず ガラスくず等 金属プレス
金属くず ゴムくず 繊維くず
紙くず

有価物 利活用 　売却

売却 焼却
売却 埋立 選別 破砕 破砕

　・・・・・　産業廃棄物処理業の許可施設

圧縮施設

産業廃棄物処理フロー図（No.2)

溶融施設 精製(エステル化）施設 圧縮梱包施設 破砕施設
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目標 CO2 排出量： 1,041 kg/百万円 以下 2018 年度比 -2％ 

             （885ｔ-CO2 以下）

 

オフィス可燃ごみ排出量：15.9ｔ以下 2018 年度比 -4%

 

水資源（上水、井水）投入量 4,217 m3以下 基準値 -2％

有機肥料 バイグリーンの出荷率 100％ （出荷率：出荷量／生産量）

メタン発酵バイオガス量  48,000 ｍ3 （回収量、処理量見合い） 

自家発電比率 7.0％（自家発電量／総電力使用量）

・バイオディーゼル燃料 VDF 消費率 100％ （消費率：使用量／生産量）

・廃食用油重油代替燃料 VBF 利用率 50％ （利用率：VBF 使用量／A 重油使用量）

環境配慮型商品の適宜購入

化学物質の使用量・保管を適正管理 
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 主な環境負荷源 3～5 月 6～8 月 9～11 月 12～2 月 

不要照明消灯 

事務所棟 

厚生棟 

消灯確認の徹底    

空調温度管理 空調機器ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 温度管理徹底 

空調の時間差

起動徹底 

空調機器ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 温度管理徹底 

空調の時間差

起動徹底 

各種機器省エネ運転 開発部 機器ﾒﾝﾃﾅﾝｽ    

自家発電比率増大 
開発部 

メタン発酵安定

運転 

発 酵 槽 内 清

掃・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

発酵管理徹底  

 主な環境負荷源 3～5 月 6～8 月 9～11 月 12～2 月 

軽油使用量削減 

業務部 ECO-SAM運用   

アイドリング

ストップ強化 

 

A 重油使用量削減 

汚泥乾燥機 設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

VBF 使用促進 

   

消化処理  ﾎﾞｲﾗｰﾒﾝﾃ 温度管理徹底  

灯油使用量削減 

詰め所等暖房    温度管理徹底 

メタン発酵槽加温  ﾎﾞｲﾗｰﾒﾝﾃ   

発泡溶融設備 設備メンテ  温度管理徹底  

ｶﾞｿﾘﾝ使用量削減 処理施設部 

総務部、営業部 

ECO-SAM運用   

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯ

ﾌﾟ強化 

 

 主な環境負荷源 3～5 月 6～8 月 9～11 月 12～2 月 

可燃ごみ削減 
全部署 

分別の徹底    

紙資源使用量削減 裏紙使用の促進    

 主な環境負荷源 3～5 月 6～8 月 9～11 月 12～2 月 

上水量削減 事務所棟 

厚生棟 

 

節水強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡回強化 

 

井水量削減 洗車場 

開発部施設 

便所等 



 18 

主な環境負荷源 3～5 月 6～8 月 9～11 月 12～2 月

販路拡大 営業部 

開発部

営業強化 

製品の安定供給 

品質管理

営業強化 ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
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目標 CO2 排出量： 1,030kg/百万円 以下（874ｔ-CO2 以下） 2018 年度比 -3％ 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力 2019 年度調整後排出係数 

 0.371kg-CO2/kWh を使用している。 
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記録日：R5.3.30

特定施設の届出および、変更の届出
総務
開発 ○

排出水の汚染状態の測定 総務 ○
特定事業場および、貯油事業場に係る事故時の措置

総務
開発 ○

下水道法 特定施設から下水道への排水の基準遵守 総務 ○
普通肥料としての登録及び更新（バイグリーン） 開発 ○
生産業者保障票貼付 開発 ○
帳簿の備付 開発 ○
定規格（重金属類） 開発 ○
自主的取り組みとして、バイグリーンの品質管理の徹底を図る 開発 ○

自動車リサイクル法
廃自動車の資源化のためにリサイクル券を使用
車輌の所有者はリサイクル料金を負担

総務 ○
再生利用事業者登録・更新、変更・廃止届出 開発 ○
標識の掲示 総務 ○
再生利用事業に係る料金の届出及び、公示 総務 ○
再生利用事業計画の認定・変更届出 総務 ○

家電リサイクル法
テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコンを家電リサイクル券にて収集運
搬する

業務 ○
廃家電収集時に家電リサイクル券の使用を確認し管理
する

月1回、バイグリーンのBOD含量等を計測する

車検時に自動車リサイクル券の確認をおこなう

食品リサイクル法

再生利用事業登録証明書の有効期限（登録有効期間：5
年）

再生利用事業の標識の掲示

届出、公示

再生利用事業計画の届出、計画変更時の届出

水質汚濁防止法

構造上の変更が無いか確認
追加の該当施設が無いか確認

毎月、排水の分析をおこない、記録を保管

事故時の応急措置と届出

毎月、排水の分析をおこない適否を判定し下水道課へ報告

肥料取締法

期限内の登録更新（登録有効期間：3年）

容器包蔵外部に生産業者保障票の貼付確認

帳簿の備え付けおよび、保管

重金属分析、原料溶出試験（年一回）をおこなう

　　環境関連法規等遵守状況チェック一覧表　（第8版）

法規の名称 法の要求事項 部門 遵守の方法・手順 適／否
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廃棄物の適正処理、再生利用及び適正処理
全部
署 ○

廃棄物処理基準の遵守（一般・産業・特別管理） 業務 ○
廃棄物の収集・運搬の許可取得と更新（一般・産業・特別管
理）

総務 ○
廃棄物の処分の許可取得と更新（一般・産業・特別管理） 総務 ○
廃棄物収集・運搬・処分の再委託禁止 総務 ○

帳簿の備え付け、および保管（一般廃棄物、産業廃棄物） 開発 ○

廃棄物処理施設の許可取得と更新 総務 ○
一般廃棄物処理施設の維持管理の技術上の基準の遵守 開発 ○
産業廃棄物の自己処理責任遵守 EA21 ○
廃棄物保管基準の遵守 EA21 ○
産業廃棄物委託基準の遵守（一般、産業、特別管理） 総務 ○
廃棄物処理責任者の配置（産業、特別管理） 総務 ○
産業廃棄物管理票（マニフェスト）の適正管理 開発 ○
産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告 開発 ○
廃棄物の投棄禁止・野外焼却禁止 EA21 社内、社外における廃棄物の投棄および焼却の禁止 ○
技術管理者の配置 総務 ○
事故時の措置及び届出 総務 ○
自動車の日常点検、定期点検および、点検整備記録簿の記載 総務 ○
検査（車検）受検および、車検証の備え付け 総務 ○
自動車分解整備事業者の標識掲示 総務 ○
分解整備記録簿の備え付け、使用者への交付および、保管 総務 ○
規定する作業機械等の維持管理および、従業員の確保 総務 ○

技術管理者の確認

事故時の応急措置および、届出

道路運送車輌法

日常および定期点検の実施
点検整備記録簿の管理

管財保全課による車検の適正管理

標識の掲示および、維持管理

分解整備記録簿の適正管理

規則 別表4及び、別表5の作業機械等の維持管理

適正な廃棄物管理
自社マニュフェストの確認

保管場所及び掲示板の確認

委託契約時および、年一回の許可証の確認

責任者の適正な配置

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の管理

産業廃棄物管理票交付状況の報告（毎年6月末まで、県
知事）

廃棄物の処理及び清
掃
に関する法律

自社廃棄物の分別、適正管理

業務部管理記録（TKKER-10 ）にて適正確認

許可証の有効期限の確認と更新
（登録有効期間　一般：2年、産業：5年、特別5年）
許可証の有効期限の確認と更新
（登録有効期間　一般：2年、産業：5年）

契約時確認

毎月末までに前月中の事項について記載を終了
1年ごとに閉鎖
閉鎖後5年間保管

許可証の有効期限の確認と更新

処理施設の適正な維持管理
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特定施設の届出 開発 ○
規制基準遵守　佐賀県第4種規制値の遵守 EA21 ○
特定施設の届出 EA21 ○
規制基準遵守 EA21 ○

悪臭防止法 佐賀県告示第64号規制値の遵守 開発 ○
PRTR法 指定化学物質使用量の把握 総務 ○

防火管理者の選任及び、消防計画の作成 総務 ○
防火対象物件の使用開始届出 総務 ○
火を使用する設備等の設置届出 総務 ○
少量危険物貯蔵取り扱い所の設置に関する届出 総務 ○
保守点検の技術上の基準遵守

浄化槽清掃の技術上の基準遵守

浄化槽清掃業許可取得および、更新または、変更届

浄化槽清掃業の標識掲示

浄化槽清掃業の帳簿の備え付け

浄化槽保守点検業登録および、更新または、変更届

規則で定める器具の備え付け

浄化槽保守点検業の標識掲示

浄化槽保守点検業の帳簿の備え付け

浄化槽保守点検に関する佐賀県への実績報告

毒物、劇物の取扱い方法の遵守 総務 ○
毒物、劇物保管場所の表示

総務
EA21 ○

毒物劇物業務上取扱者の取扱指針の遵守
総務
開発

当該薬品の適正保管、適正管理、汚染防止措置 ○

浄化槽法
処理
施設

処理施設部清掃課管理記録（TKKER-10)
処理施設運転管理部管理記録（TKKER-12)

○

毒物及び劇物取締法

SDS周知

保管場所表示の確認
保管状況の確認

臭気管理運用手順書（TKKEP-12)
臭気管理記録（TKKER-19）

指定数量以下を確認

消防法

防火管理者の選任
消防計画の策定、変更の手続き
構造上の変更が無いか確認
追加の該当施設が無いか確認
構造上の変更が無いか確認
追加の該当施設が無いか確認
少量危険物届出　設置・廃止
追加の該当施設が無いか確認

騒音規制法
該当施設の届出

平成14年3月時に　4種規制値以内確認済み

振動規制法
該当施設の届出

基準値遵守
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特定施設の届出 開発 ○
特定施設の規制基準遵守 開発 ○
（大気）使用燃料の硫黄分2％以下、SOｘ排出量　K値10以下 開発 ○
（水質）水質汚濁防止法 第3条
　公共用水域への排出水　水質基準

開発 ○
（騒音・振動）佐賀県公害防止条例に従う ー ○
（悪臭）佐賀県告示第64号規制値 開発 ○

省エネルギー法
年間エネルギー使用量の把握
重油換算1,500 kL以上の場合、届出が必要

EA21 ○
フロン排出抑制法 第一種特定製品の適正管理 EA21 ○

年間投入エネルギーについて「エネルギー消費量計算
表」
3か月に1回以上の簡易点検実施および、記録の保管
3年に1回以上の定期点検の実施（7.5kW以上のエアコ

佐賀県環境の保全と
創造に関する条例

平成13年12月20日 届出　（確認済み）

開発部管理運用手順書（TKKEP-04）
開発部管理記録（TKKER-11）

工場・施設の設置に
関する協定

使用燃料の硫黄分を確認し、K値10にて確認。

開発部管理運用手順書（TKKEP-04）
開発部管理記録（TKKER-11）

平成14年　生活環境影響評価書にて確認済み

開発部管理運用手順書（TKKEP-04）
開発部管理記録（TKKER-11）
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